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信州・新風・みらい 検 索

（
大
分
県
）
3
月
22
日
か
ら

24
日
ま
で
の
3
日
間
、
6
名

が
参
加
し
、
大
分
県
立
新
美

術
館
、
地
熱
発
電
事
業
、
新

事
業
創
出
支
援
の
た
め
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
グ
ラ
ン
プ

リ
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お
い
た

の
取
組
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
大
分
県
立
美
術
館
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｍ
で
は
、「
五
感
で
楽
し
む
・

家
の
リ
ビ
ン
グ
・
県
民
と
と

も
に
成
長
す
る
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
敷
居
の

低
い
美
術
館
を
目
指
し
て
い

　
本
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た

「
選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員

会
」
は
、
7
月
1
日
、
早
速

第
1
回
委
員
会
を
開
催
し
、

「
来
年
12
月
定
例
会
を
目
途

に
、
市
町
村
等
へ
の
現
地
調

査
を
含
め
結
論
を
得
て
い

く
」
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
委
員
は
上
記
の
と
お

り
。

る
と
の
こ
と
で
、
老

朽
化
す
る
信
濃
美
術

館
改
築
の
動
き
に
向

け
、
大
い
に
参
考
に

な
る
も
の
で
し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お

い
た
で
は
、
「
平
日

の
湯
布
院
・
別
府
は

外
国
人
の
街
だ
」
と

の
説
明
に
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
よ
る
来
訪

者
が
急
増
し
て
い
る

状
況
が
伺
い
知
れ
ま

し
た
。

会
派
〝
先
進
地
調
査
報
告
〞

会
派
〝
先
進
地
調
査
報
告
〞

大分県立美術館内移動壁面の様子を調査

委員名簿委員名簿
古田芙士（自）
高橋　宏（信）
服部宏昭（自）　萩原　清（自）
平野成基（自）　今井　敦（自）
小林東一郎（信）荒井武志（信）
宮澤敏文（新）　太田昌孝（新）
小林伸陽（共）

委員長
副委員長
委　員

選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

　
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守

る
た
め
の
条
例
案
は
、
先
の

2
月
定
例
会
に
そ
の
骨
子
案

が
示
さ
れ
、
議
会
に
お
い
て

議
論
を
展
開
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
県
は
、
別
途
取

り
組
ん
で
き
た
県
政
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
、
今
議
会
へ
条
例
案

と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　
条
例
案
の
中
で
加
筆
さ
れ

た
内
容
は
、
県
の
責
務
に

「
県
は
、
県
民
運
動
を
尊
重

し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
推
進

す
る
」
こ
と
、
そ
の
他
の
項

に
「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
の
変
化
、
こ
の
条
例

の
施
行
状
況
等
を
勘
案
し
つ

つ
検
討
・
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
」
な
ど
で
す
。

　
委
員
会
議
論
で
は
、
条
例

案
の
罰
則
は
性
犯
罪
を
抑
止

で
き
る
明
確
な
根
拠
が
な
い

こ
と
や
冤
罪
を
生
む
危
険
性

な
ど
の
指
摘
が
あ
る
一
方
、

予
防
教
育
や
県
民
運
動
の
推

進
な
ど
実
効
性
を
い
か
に
高

め
る
か
、
条
例
の
運
用
状
況

の
定
期
的
な
公
表
が
必
要
だ

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
採
決
が

行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で
条
例

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
処
罰
規
定
は
、
11
月
1
日

施
行
に
な
り
ま
す
。

○
学
び
と
働
き
の
連
携
で
信

州
創
生
の
人
材
育
成

　
　
　
　6
6
3
0
万
円

　
県
内
4
地
区
（
モ
デ
ル
）

に
、
学
校
・
企
業
・
地
域
を

結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
地
域
を
支
え
る
人

材
を
育
成

○
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守

る
た
め
の
取
組

　
　
　
　
　9
1
5
万
円

　
県
民
総
ぐ
る
み
で
子
ど
も

を
守
り
育
て
る
機
運
を
醸
成

す
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

研
修
会
の
充
実
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
な
ど

○
武
道
振
興
の
中
核
的
拠
点

の
整
備

　

　
　
　
　4
3
1
6
万
円

　
柔
・
剣
道
場
6
面
設
置
の

主
道
場
、
2
つ
の
副
道
場
を

備
え
た
武
道
館
の
設
計
等
を

実
施

○
大
北
森
林
組
合
等
補
助
金

不
適
正
受
給
事
案
へ
の

対
応

　
　11
億
5
3
4
6
万
円

　
補
助
金
不
適
正
受
給
に
伴

う
国
庫
補
助
金
の
返
還
（
加

算
金
3
億
5
4
0
0
万
円
を

含
む
）

○
農
業
生
産
性
の
向
上

　
　6
億
3
6
5
0
万
円

　
攻
め
の
農
業
展
開
に
向

け
、
生
産
施
設
や
機
械
の
整

備
、
収
益
性
の
高
い
作
物
の

導
入
等
へ
総
合
的
に
支
援

　
去
る
3
月
に
制
定
さ
れ
た

「
長
野
県
手
話
言
語
条
例
」

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
県
議
会

と
し
て
、
手
話
に
対
す
る
関

心
と
理
解
を
深
め
、
手
話
の

普
及
等
に
関
す
る
施
策
に
協

力
す
る
た
め
、
6
月
27
日
、

全
議
員
58
名
の
賛
同
の
も
と

「
手
話
言
語
普
及
促
進
議
員

連
盟
」
が
設
立
・
発
足
し
ま

し
た
。

　
設
立
総
会
席
上
、
岸
田
障

が
い
者
支
援
課
長
の
指
導
で

「
皆
さ
ん 

こ
ん
に
ち
は
」

程
度
で
し
た
が
、
早
速
手
話

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

〝
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
条
例
〞

  

関
係
者
が
主
体
的
な
取
組
を
！

「
県
議
会
手
話
言
語
普
及

  

促
進
議
員
連
盟
」を
設
立

補
正
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

自由民主党県議団　　　（自）
信州・新風・みらい　　（信）
新ながの・公明　　　　（新）
日本共産党県議団　　　（共）

　
「
信
州
・
新
風
・
み
ら
い
」

は
、
6
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
国
庫
補
助
金
返
還
等
に

係
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

「
補
助
金
の
返
還
に
当
た
り

十
分
な
配
慮
を
求
め
る
付
帯

決
議
」
が
付
さ
れ
可
決
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
7
月
1
日

の
定
例
会
閉
会
後
、
「
大
北

森
林
組
合
等
補
助
金
不
適
正

受
給
事
案
に
伴
う
国
庫
補
助

金
返
還
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」
と
す
る
申
し
入
れ
交
渉

を
、
阿
部
知
事
に
対
し
行
い

ま
し
た
。

　
冒
頭
、
小
島
代
表
は
、

「
予
算
を
認
め
決
定
す
る
の

は
議
会
だ
。
責
任
を
強
く
感

じ
、
委
員
会
に
付
帯
決
議
を

付
す
と
同
時
に
こ
の
意
見
を

申
し
入
れ
る
」
と
、
強
い
思

い
で
「
申
し
入
れ
書
」
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
知
事
は
、
事

実
に
つ
い
て
「
捜
査
権
の
な

い
県
と
し
て
は
、
裁
判
に
お

い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く

と
し
か
申
し
上
げ
ら
れ
な
い

が
、
金
額
は
、
精
査
の
も
と

決
定
し
て
い
る
。
職
員
の
新

規
採
用
は
、
し
ご
と
改
革
の

断
行
と
は
別
に
状
況
を
見
て

判
断
す
る
」
と
答
え
ま
し

た
。

　
知
事
に
は
、
自
ら
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
「
郷
学
郷
就

県
づ
く
り
」
の
主
旨
に
沿
う

有
言
実
行
が
強
く
求
め
ら
れ

ま
す
。

大
北
森
林
組
合
等
補
助
金
の

　返
還
対
応
で
緊
急
申
し
入
れ

１
組
合
か
ら
の
返
還
期
限

7
月
29
日
ま
で
厳
し
く

指
導
を

２
債
務
完
済
に
向
け
厳
正

な
対
処
を

３
「
し
ご
と
改
革
」
の
人

件
費
削
減
に
関
し
、
若

い
世
代
の
採
用
削
減
は

行
わ
な
い
こ
と

４
昨
年
6
月
定
例
会
の
決

議
に
基
づ
き
、
十
分
な

説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
【
申
し
入
れ
の
要
旨
】

　6
月
16
日
に
開
会
し
た
６
月
定
例
県
議
会
は
、
7
月
1
日
ま
で
の
本
会
議
で
、
大

北
森
林
組
合
等
補
助
金
不
適
正
受
給
事
案
に
係
る
国
庫
補
助
金
の
返
還
額
等
、
総
額

21
億
円
余
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
条
例
案

な
ど
知
事
提
出
の
36
議
案
を
審
議
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
、
我
が
会
派
提
出
の
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
案
、

議
会
運
営
委
員
会
提
出
の
長
野
県
議
会
選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る

決
議
案
な
ど
議
員
提
出
・
委
員
会
提
出
9
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

６月定例
県 議 会

「
選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

「
選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

〝
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
条
例
案
〞可
決

〝
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
条
例
案
〞可
決


